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サ
ク
ラ
エ
ビ
の
産
卵
場
と
さ
れ
る
駿
河
湾
の
富
士
川
河
口
に
民
間
企
業
の
工
場
放
水
路
（静
岡
市
清
水

区
蒲
原
）
か
ら
濁

っ
た
水
が
流
れ
出
て
い
る
問
題
で
、出
ど
こ
ろ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
雨
畑
ダ
ム
（山
梨
県

早
川
じ

よ
り
北
の
早
川
本
流
（同
町
）
で
も
強
い
濁
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、３‐
日
ま
で
の
取
材
で
分
か

っ

た
。早
川
水
系
の
濁
り
水
は
雨
畑
ダ
ム
か
ら
出
た
濁
り
水
と
と
も
に
こ
の
企
業
の
発
電
用
導
水
管
に
流
入
。

自
然
の
川
の
自
浄
作
用
が
な
い
ま
ま
、駿
河
湾
に
流
吉
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。　
　
＝
関
連
記
事
３０
面

ヘ

早
川
水
系
の
周
辺
で
は

川
勝
平
太
知
事
が

「影
響

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
」

と
し
た
リ
エ
ア
中
央
新
幹

線
工
事
に
加
え
、
濁
り
を

出
す
恐
れ
の
あ
る
工
事
が

複
数
箇
所
あ
る
。
静
岡
県

は
近
く
、
山
梨
県
や
Ｊ
Ｒ

東
海
に
協
力
を
求
め
原
因

を
探
る
方
針
だ
。

静
岡
新
聞
社
は
３
月
中

旬
、
晴
れ
続
き
の
平
日
の

日
中
を
選
び
、
民
間
の
環

境
調
査
会
社
と
と
も
に
早

川
の
水
質
を
確
認
し
た
。

雨
畑
ダ
ム
北
部
の
早
川
本

流
を
約
２０
♂
さ
か
の
ぼ

っ

て
調
査
。
調
べ
た
約
１０
地

点
の
う
ち
上
流
約
２０
計
で

の
透
視
度
は
１
０
０
考

（浮
遊
物
質
量
１
拐
当
た

り
ｌ

ｏ
７

リミ
τ
）
で
ほ
ぼ

民
間
の
工
場
放
水
路

（右
手
前
）
か
ら
駿
河
湾
に
流
れ
出

る
濁
り
水
．
雨
畑
ダ

ム
の
濁
り
に
加
え
、
早
川
水
系
の
濁

り
も
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
＝
２９
日
午
後
、
静
岡

市
清
水
区
蒲
原

（本
社

ヘ
リ

コ
ン
ェ
リ
コ
ー
号
」
か
ら
）

透
明
だ
っ
た
。

一
方
、
約

１０
計
地
点
は
透
視
度
が
１７

ｏ
５
梵
ン
（同
３７

リミ
τ
）
と

著
し
く
悪
化
。
主
因
と
指

摘
さ
れ
て
き
た
雨
畑
ダ
ム

の
濁

り
の
倍
以
上
だ

っ

た
。早

川
で
は
水
質
汚
濁
防

止
法
に
基
づ
く
浮
遊
物
質

量
の
環
境
基
準
は
設
定
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
下

流
で
交
わ
る
富
士
川
で
は

１
メ
当
た
り
の
環
境
基
準

が
２５

ガヽ
イ
と
さ
れ
る
。
今

回
の
調
査
結
果
か
ら
、
上

流
１０
計
付
近
で
は
富
士
川

の
環
境
基
準
を
上
回
る
濁

り
の
水
が
流
れ
て
い
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
通

年
の
水
質
調
査
が
必
要
だ

が
、
山
梨
県
大
気
水
質
保

全
課
に
よ
る
と
、
対
象
河

川
を
決
め
る
権
限
は
当
該

県
に
あ
り
、
早
川
は
流
域

人
口
の
少
な
さ
な
ど
を
理

由
に
対
象
と
し
て
い
な
い

と
い
う
。

同
県
の
団
体

「
リ
ニ
ア

・
市
民
ネ
ッ
ト
山
梨
穴
代

表

・
川
村
晃
生
慶
応
大
名

誉
教
授
）
は
サ
ク
ラ
エ
ビ

不
漁
と
の
関
係
を
想
定

し
、
質
問
書
を
近
く
長
崎

幸
太
郎
知
事
宛
て
に
提
出

す
る
予
定
。
川
村
名
誉
教

授
は
国
に
リ
ニ
ア
事
業
の

認
可
取
り
消
し
を
求
め
た

訴
訟
の
原
生
昌
讐
焉

早
川
水
系
で
は
、
リ
ニ

ア
エ
事
や
、
山
梨
県
発
注

の
道
路
災
害
復
旧
工
事
な

ど
複
数
箇
所
で
人
の
手
が

入

っ
て
い
る
。

含
サ
ク
ラ
エ
ビ
異
変
」取
材
班
）


